
H16年度微分積分演習 No.19 (’04/6/10) 学籍番号 氏名 

次の級数の収束性を調べよ。［正項級数の収束性を調べる代表的な方法：①収束する級数との比較（教科書 p.71

参照）、②ダランベールの比テスト（同 p.72）、③積分の利用（同 p.73）］ 
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